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4．特殊な高力ボルト

4．1　防錆処理高力ボルト

　海上などに架ける長大橋では，高力ボルト継手の施工
後，本塗装までに数カ月を要することがあり，その間に
ボルトが発錆し，塗装時の塗装下地処理に多くの手間を
必要とするだけでなく，下地処理が不完全になると塗装
効果が低下する恐れがある。防錆処理高力ボルト2）は，
ボルト製作時に処理を施し，つぎの条件を具備している。
　①施工後 6カ月から 1年の防錆効果を有する。
　②遅れ破壊を誘起する恐れが無い。
　③セットのトルク係数値が JIS B 1186の A種を満足す

る。
　④締付け時に共回りがない。
　⑤締付け機器などにより塗膜が剥離せず堅牢である。
　⑥本塗装下地として上塗り塗装との付着性がよい。
　⑦処理コストがボルトセット価格に比して著しく高価

になっていない。
　防錆処理の処理工程は，つぎのとおりである。
　ボルト：りん酸塩被膜処理→特殊プライマ A塗布処理
　ナット：りん酸塩被膜処理→特殊プライマＢ塗布処理
　座金：ブラスト処理→ジンクリッチペイント塗布処理
　また，同様な防錆処理をトルシア形高力ボルトに施し
た防錆処理トルシア形高力ボルトも橋梁などに使用され
ているが，ピンテール溝破断部は，締付け後，防錆塗料
でタッチアップする。ボルト頭部の表示は，防錆処理前
のまま（F10T，S10T など）である。
4．2　耐候性鋼高力ボルト

　鋼構造物のメンテナンスコストを低減するための一つ
の方法として，耐候性鋼を裸使用している。耐候性鋼を
使用する部材には，耐候性鋼高力ボルトを使用し，ボル




